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恒 心

★
民
主
党
の
小
沢
幹
事
長
が
140
人
も
の
国

会
議
員
を
引
き
連
れ
て
中
国
を
訪
問
し

た
。
自
分
の
力
を
中
国
首
脳
に
誇
示
し
た

い
意
図
は
あ
り
あ
り
で
あ
る
。
へ
り
く

だ
っ
て
中
国
の
い
う
こ
と
を
ハ
イ
ハ
イ
と

聞
く
イ
エ
ス
マ
ン
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
心
配
し
て

い
た
ら
、
案
の
定
心
配
が
的
中
し
た
。
★
小
沢
氏
の
中

国
訪
問
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
い
っ
た
ん
断
っ

て
い
た
日
程
を
変
更
し
、
日
本
政
府
は
中
国
の
習
近
平

国
家
副
主
席
と
天
皇
陛
下
と
の
会
見
を
実
現
さ
せ
た
。

宮
内
庁
長
官
は
ご
り
押
し
の
特
例
会
見
に
不
満
を
漏
ら

し
た
。
★
天
皇
を
政
治
的
に
利
用
し
て
は
な
ら
な
い

し
、
ま
た
さ
れ
て
も
な
ら
な
い
。
中
国
側
の
要
請
が
ど

れ
ほ
ど
強
か
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
天
皇
と
の
会

見
が
小
沢
一
郎
と
い
う
政
治
家
の
鶴
の
一
声
で
決
ま
っ

た
と
し
た
ら
、
む
し
ろ
小
沢
氏
の
存
在
と
強
引
さ
を
見

せ
つ
け
た
に
過
ぎ
な
い
。
★
北
京
で
主
席
に
会
っ
た

後
、
ソ
ウ
ル
に
飛
び
韓
国
の
李
明
博
大
統
領
と
会
見
し

た
。
そ
の
席
上
、
日
本
国
内
で
長
年
懸
案
と
な
っ
て
い

る
地
方
参
政
権
に
つ
い
て
も
、
来
年
の
通
常
国
会
で
政

府
提
案
と
し
て
国
会
に
提
出
、
法
案
を
成
立
さ
せ
る
こ

と
を
約
束
し
た
。
政
府
と
党
で
ど
の
よ
う
な
話
し
合
い

が
さ
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
重

要
な
問
題
を
簡
単
に
約
束
す
る
と
は
何
事
か
。
★
日
本

国
憲
法
で
は
選
挙
権
は
、
国
民
固
有
の
権
利
で
あ
る
と

明
記
し
て
あ
る
。
参
政
権
を
外
国
人
に
与
え
た
ら
、
今

後
日
本
の
政
治
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
真

剣
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
無
理
が
通
れ
ば
道
理
が

引
っ
込
む
。
小
沢
氏
の
強
引
な
政
治
手
法
に
は
、
非
常

に
危
険
な
も
の
を
感
じ
る
。
そ
の
小
沢
氏
に
民
主
党
内

か
ら
誰
も
批
判
の
声
を
上
げ
な
い
。
全
く
情
け
な
い
議

員
ば
か
り
で
あ
る
。

96
％
以
上
の

党
員
の
信
任

を
受
け
て
、

再
度
党
本

部
に
公
認
申

請
が
決
定

し
、
晴
れ
や

か
な
気
分
で

マ
イ
ク
を
握

り
、「
金
に

ま
み
れ
た
小

沢
幹
事
長
、

鳩
山
首
相
が

指
導
す
る
民

主
党
に
は
日

本
の
政
治
を

任
せ
ら
れ
な

い
」
と
市
民

に
訴
え
た
。

夏
の
総
選
挙
で
政
権
を
失
っ
て
、
い
さ
さ
か
意
気
消
沈
の
自
民
党
。
自

民
党
京
都
府
連
で
は
、
４
日
に
終
了
し
た
臨
時
国
会
の
報
告
と
、
最
近
の

政
治
課
題
を
市
民
に
訴
え
る
た
め
に
、
12
月
５
日（
土
曜
日
）、
広
報
委
員

会
、
青
年
局
の
共
催
に
よ
る
街
頭
演
説
会
を
開
い
た
。
京
都
タ
ワ
ー
前
、

阪
急
西
院
駅
前
、
北
野
白
梅
町
イ
ズ
ミ
ヤ
前
、
四
条
河
原
町
の
４
ヶ
所
で

行
い
、
弁
士
は
二
ノ
湯
さ
と
し
、
西
田
昌
司
両
参
議
院
議
員
、
伊
吹
文
明

衆
議
院
議
員
の
３
名
。
臨
時
国
会
に
お
い
て
、
野
党（
自
民
党
、
公
明
党
）

が
衆
参
両
院
の
予
算
委
員
会
、
あ
る
い
は
党
首
討
論
で
小
沢
一
郎
幹
事
長

の
西
松
建
設
に
よ
る
裏
献
金
問
題
、
鳩
山
首
相
の
偽
装
政
治
献
金
に
関

す
る
総
括
審
議
を
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
く
無
視
し
、
多
く
の
法
案

を
僅
か
な
審
議
で
成
立
さ
せ
た
こ
と
を
強
く
非
難
し
た
。
二
ノ
湯
議
員
は

党
再
生
、
政
権
奪
還
の
意
気
込
み
を
示
す

左・伊吹、右・西田、二ノ湯・中央の衆参議員
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参
院
選
で
信
任
投
票
を
導
入

自民党京都府連、全国で初めての試み
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自
民
党
内
外
か
ら
批
判
相
次
ぐ

政
治
献
金
疑
惑
と
参
議
院
議
員
の
定
年
制

こ
の
ま
ま
で
は
自
民
党
は
再
生
出
来
な
い

党
員
に
よ
る
信
任
調
査
結
果

　
二
ノ
湯
参
議
員
、

大
多
数
の
信
任
を
得
る

政
権
構
想
会
議（
議
長
・
谷
垣
禎
一
、

議
長
代
理
・
伊
吹
文
明
衆
議
院
議
員
）か

ら
、
谷
垣
総
裁
に
参
議
院
選
挙
の
候
補

者
決
定
手
続
き
に
つ
い
て
勧
告
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
中
で
、
①
年
内
に
候
補
者

を
決
定
で
き
る
よ
う
に
作
業
を
進
め
る

こ
と
。
②
透
明
感
の
あ
る
公
正
な
選
挙

方
法
と
党
員
が
広
く
参
加
で
き
る
こ
と
。

③
信
任
投
票
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
が

明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
党

執
行
部
は
次
期
参
議
院
選
挙
区
の
候
補

者
選
定
に
関
す
る
基
本
方
針
を
作
成
し

た
。
基
本
方
針
で
は
、
京
都
府
の
よ
う

に
す
で
に
党
本
部
に
申
請
を
行
っ
て
い
る

都
府
県
連
の
公
認
候
補
者
に
つ
い
て
は
、

可
能
な
限
り
党
員
に
よ
る
信
任
の
手
続

き
を
経
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
都
府
県

連
の
候
補
者
選
定
機
関（
選
定
機
関
に
衆

議
院
選
挙
区
支
部
長
等
を
加
え
る
）に
お

け
る
追
認
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
の
場
合
、
谷

垣
、
伊
吹
両
議
員
も
参
加
し
た
京
都
府

連
の
選
挙
対
策
常
任
委
員
会
で
公
認
候

補
者
と
決
定
し
て
お
り
、
追
認
の
手
続

き
は
あ
え
て
必
要
が
な
い
。
し
か
し
、
谷

垣
総
裁
と
政
権
構
想
会
議
の
伊
吹
議
長

代
理
を
出
し
て
い
る
事
情
を
考
慮
し
て
、

京
都
か
ら
新
し
い
自
民
党
の
姿
を
見
せ

る
た
め
信
任
投
票
を
実
施
し
た
。

11
月
20
日
付
け
で
郵
送
さ
れ
た
自
民
党
京

都
府
連
に
よ
る
参
議
院
公
認
候
補
者
決
定
に
関

す
る
党
員
の
意
識
調
査
は
30
日
で
締
め
切
ら

れ
、
そ
の
調
査
結
果
が
判
明
し
た
。

た
だ
し
、
返
信
用
は
が
き
に
「
返
事
が
な
い

場
合
は
、
反
対
で
な
い
と
し
て
処
理
す
る
」
と

明
記
し
た
の
で
、
未
返
送
部
数
を
賛
成
票
と
し

て
扱
う
と
、
賛
成
が
１
３
，３
７
８（
96
・
1
％
）

自
民
党
の
参
議
院
候
補
者
は
選
挙
区
の
場
合

は
定
年
制
が
な
い
が
、
比
例
区
に
は
70
才
と
い

う
定
年
制
が
敷
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
超
え
る

人
は
公
認
候
補
と
な
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
し
か

し
、
夏
の
総
選
挙
で
落
選
し
た
い
わ
ゆ
る
大
物

と
言
わ
れ
る
70
歳
以
上
の
元
衆
議
院
議
員
が
比

例
区
で
立
候
補
の
動
き
を
見
せ
て
い
る
。
党
執

行
部
も
地
元
で
大
量
の
得
票
が
見
込
め
、
当
選

の
確
立
が
高
い
と
判
断
、
公
認
を
す
る
構
え
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
参
議
院
議
員
の
若
手

有
志
が
、
①
参
議
院
は
落
選
し
た
衆
議
院
議
員

の
受
け
皿
で
な
い
②
も
し
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な

れ
ば
、
参
議
院
の
権
威
が
著
し
く
低
下
す
る
ば

か
り
か
、
2
院
制
の
意
味
が
な
く
な
り
、
参
議

院
の
自
殺
行
為
で
あ
る
②
次
の
参
議
院
選
挙
こ

そ
自
民
党
存
亡
の
戦
い
で
あ
る
。
例
外
を
許
し
、

70
才
以
上
の
候
補
者
を
公
認
す
る
よ
う
な
こ
と

に
な
れ
ば
、
自
民
党
の
勝
利
は
望
め
な
い
。
自
民

党
は
変
わ
っ
た
、
反
省
し
た
と
い
う
印
象
を
国
民

に
与
え
る
た
め
に
も
例
外
を
認
め
て
は
な
ら
な
い

と
、
党
執
行
部
に
公
認
を
し
な
い
よ
う
運
動
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
動
き
に
同
調
す
る
参
議
院
議

員
は
声
こ
そ
あ
げ
て
い
な
い
が
か
な
り
の
数
に
上

り
、
二
ノ
湯
議
員
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。

で
、
大
多
数
の
党
員
が
二
ノ
湯
智
参
議
院
議
員

の
公
認
申
請
の
府
連
決
定
を
了
承
し
た
こ
と
に

な
っ
た
。
な
お
、
賛
否
に
見
ら
れ
た
主
要
な
意

見
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

△
賛
成
・
活
動
実
績
と
候
補
者
個
人
に
対
す
る

評
価
・
党
が
結
束
し
て
立
ち
上
が
る
時
に
適

任
で
あ
る
。・
今
後
は
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
・

公
募
な
ど
を
考
え
よ

△
反
対
・
党
の
再
生
に
向
け
て
若
返
り
を
図
る

べ
き
。・
公
募
の
採
用

12
月
３
日
に
開
か
れ
た
京
都
府
連
の
幹
部

会
・
常
任
総
務
合
同
会
議
で
、
信
任
投
票
の
結

果
が
発
表
さ
れ
、
二
ノ
湯
智
参
議
院
議
員
の
公

認
申
請
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
翌
日
、

京
都
府
連
よ
り
党
本
部
に
、
再
度
公
認
手
続
き

が
と
ら
れ
、
年
内
に
は
公
認
さ
れ
る
予
定
。

鳩
山（
弟
）「
税
金
を
払
え
ば
よ
い
」
二
階（
お

と
が
め
な
し
）─
な
お
、
後
日
、
選
対
局
長
と

幹
事
長
代
理
を
辞
任
を
し
た
が
─
こ
ん
な
こ
と

が
通
用
す
る
の
か
？
300
議
席
の
政
権
与
党
な

ら
い
い
が
、
100
議
席
の
野
党
が
ど
う
し
て
先
の

衆
議
院
選
挙
で
大
敗
し
た
の
か
？
国
民
が
自
民

党
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
の
か
？
何
も
反
省
し
て

い
な
い
。
昔
の
自
民
党
と
し
て
捨
て
ら
れ
て
し

ま
う
。
何
も
変
え
ら
れ
な
い
、
再
生
の
で
き
な

い
自
民
党
と
し
て
国
民
・
地
方
党
員
・
地
方
議

員
も
自
民
党
を
離
れ
て
し
ま
う
。
100
歩
譲
っ
て

役
職
解
任
！
50
歩
譲
っ
て
離
党
！
で
は
な
い
の

か
。
マ
ス
コ
ミ
に
扇
動
さ
れ
世
論
に
追
い
詰
め

ら
れ
て
か
ら
よ
り
、
出
来
る
だ
け
早
く
決
断
す

る
べ
き
。
マ
ス
コ
ミ
・
民
主
党
は
、
鳩
山
対
鳩

山
、
二
階
対
小
沢
ど
っ
ち
も
ど
っ
ち
で
片
付
け

る
つ
も
り
だ
。
追
求
の
力
を
削
が
れ
る
の
で
は

な
い
か
？
民
主
党
攻
撃
の
前
に
ま
ず
自
民
党
の

過
去
の
過
ち
を
認
め
、
新
し
い
正
論
の
自
民
党

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。

京
都
府
議
会
議
員（
自
民
党
）
巽　

昭

党 員 宛
発 送 部 数 14,050

返 送 部 数 5,065部（返送率36.4％）

内 訳

賛 成 4,517（89.2％）

反 対 457（ 9.0％）

賛否記載なし 91（ 1.8％）

未返送部数 8,861（64.6％）
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鮮
明
に
記
録
し
て
い
る
。

「
私
は
、
前
尾
繁
三
郎
と
い
う
政
治
家
に

か
ね
て
か
ら
興
味
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ

は
、
私
が
関
係
し
て
い
る
天
理
大
学
図
書
館

の
善ぜ

ん
本ぼ

ん

叢そ
う

書し
ょ

を
神
田
の
八
木
書
店
か
ら
出
版

す
る
こ
と
に
な
っ
た
時
に
、
最
初
に
予
約
さ

れ
た
方
が
前
尾
さ
ん
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
」

恐
ら
く
吉
川
先
生
は
、
そ
ん
な
難
解
で
、

高
価
な
本
を
買
う
人
は
、
余
程
の
専
門
家
か

好こ
う

事ず

家か

し
か
い
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
を
聞
い
て
い
た
前
尾
先
生

は
、
に
っ
こ
り
笑
っ
て
、
い
た
く
ご
満
悦
の

様
子
で
あ
っ
た
。

苦
労
し
て
勉
学
に
励
ん
だ
前
尾
先
生
は
、

日
本
の
将
来
の
た
め
に
、若
い
人
を
教
育
し
、

人
材
を
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
た
。
昭
和
46
年
か
ら
比
叡
山
延
暦
寺
で

開
い
た
京
都
青
年
研
修
会
は
、
自
ら
会
長
を

務
め
、
そ
の
規
模
と
い
い
、
講
師
陣
の
内
容

と
い
い
、
政
治
家
の
研
修
会
と
し
て
は
最
高

級
の
レ
ベ
ル
で
は
な
か
っ
た
か
。
定
員
220
名

３
泊
４
日
の
日
程
で
、費
用
は
交
通
費
以
外
、

一
切
研
修
生
の
負
担
な
し
。
全
て
前
尾
先
生

あ
っ
た
と
思
う
。
吉
川
先
生
に
講
師
と
し
て
お

出い

で
い
た
だ
く
了
承
を
得
る
た
め
に
、
衆
議
院

議
長
公
邸
に
前
尾
先
生
を
訪
ね
た
。
そ
の
時
、

同
席
し
て
い
た
黒
金
泰
美
氏（
元
内
閣
官
房
長

官
）が
、「
君
、
本
当
に
吉
川
博
士
は
来
て
く
れ

る
の
か
ね
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
私
は
意
地
に

な
っ
て
「
必
ず
来
て
も
ら
い
ま
す
」
と
言
っ

た
。
数
日
後
面
会
の
約
束
も
せ
ず
に
、
私
は
北

白
川
の
吉
川
先
生
を
訪
ね
た
。
不
意
な
訪
問
に

吉
川
先
生
は
嫌
な
顔
も
せ
ず
、
私
の
願
い
に
耳

を
傾
け
て
下
さ
っ
た
。

一
週
間
後
、
返
事
を
聞
き
に
再
び
先
生
の
お

宅
に
伺
っ
た
。
先
生
は
「
前
尾
先
生
は
出
席
さ

れ
ま
す
か
」
と
尋
ね
ら
れ
、
さ
ら
に
「
衆
議
院

議
長
は
来
ら
れ
る
の
で
す
ね
」
と
念
を
押
さ
れ

た
。
私
は
即
座
に
「
出
席
し
ま
す
」
と
答
え

た
。
先
生
は
「
わ
か
り
ま
し
た
。
出
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
承
諾
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が

困
っ
た
こ
と
に
、
研
修
会
の
直
前
に
、
前
尾
先

生
は
体
調
を
く
ず
さ
れ
、
初
日
の
記
念
講
演
が

中
止
と
な
っ
た
。
前
尾
先
生
は
必
ず
出
席
さ
れ

ま
す
ね
と
吉
川
先
生
に
何
遍
も
念
を
押
さ
れ
た

だ
け
に
、
も
し
前
尾
先
生
が
出
席
で
き
な
い
と

な
る
と
、
私
は
吉
川
先
生
に
嘘
を
つ
い
た
こ
と

に
な
る
。

し
か
し
流さ

す
が石
は
前
尾
先
生
で
あ
っ
た
。
大
家

吉
川
先
生
が
自
分
の
研
修
会
に
出
席
さ
れ
る
の

を
多
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
吉
川
先
生
の
講

演
の
日
だ
け
は
無
理
を
押
し
て
出
席
さ
れ
た
。

吉
川
先
生
の
講
演
の
冒
頭
の
言
葉
を
私
は
今
も

自
身
が
個
人
で
賄
う
方
式
で
あ
っ
た
。
延
暦
寺

会
館
は
現
在
で
も
営
業
し
て
い
る
が
、
１
泊
２

食
付
き
で
１
万
円
の
宿
泊
費
で
あ
る
。
そ
れ
を

考
え
る
と
莫
大
な
経
費
を
必
要
と
し
た
研
修
会

で
あ
っ
た
が
、
前
尾
先
生
に
と
っ
て
は
、
僅
か

な
期
間
、
静
寂
な
叡
山
で
全
国
の
青
年
達
に
囲

ま
れ
、
一
流
の
講
師
陣
の
話
を
聞
く
こ
と
が
最

大
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
研
修
会
は
当
初
、
東
京
の
前
尾
事
務
所

が
企
画
、
立
案
し
て
い
た
が
、
昭
和
48
年
か
ら

正
式
に
秘
書
と
な
っ
た
私
は
、
せ
っ
か
く
地
元

で
開
催
す
る
の
だ
か
ら
、
講
師
の
半
分
は
京
大

の
先
生
を
起
用
し
た
ら
ど
う
か
と
先
生
に
進
言

し
た
。
梅
原
猛
、
市
村
真
一
、
会
田
雄
次
、
奈

良
本
辰
也
、
高
坂
正
堯
、
森
口
親
司
各
氏
な
ど

京
都
学
派
を
代
表
す
る
先
生
達
に
交
渉
し
た
の

も
今
と
な
っ
て
は
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

若
き
日
の
矢
野
暢と

お
る

氏
は
、
京
大
講
師
の
肩
書
で

あ
っ
た
。
前
尾
先
生
に
頼
み
講
師
陣
に
加
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
。
フ
ィ
ー
ル
ズ
賞
、
文
化
勲
章

を
受
章
さ
れ
た
広
中
平へ

い

祐す
け

氏
に
、
京
大
の
研
究

室
ま
で
直
接
頼
み
に
あ
が
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

講
師
に
は
で
き
る
だ
け
斯し

界か
い

の
権
威
に
来
て

い
た
だ
き
、
研
修
会
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
た
か
っ

た
。
そ
の
た
め
に
は
、
京
都
学
派
を
代
表
す
る

学
者
で
あ
る
吉
川
幸
次
郎
先
生
を
ぜ
ひ
招
き
た

い
。
そ
れ
は
、
語
源
、
字
源
の
研
究
を
さ
れ
、

漢
字
に
造
詣
の
深
い
前
尾
先
生
と
吉
川
先
生
を

引
き
合
わ
せ
た
い
と
い
う
私
の
強
い
思
い
か
ら

で
あ
っ
た
。
確
か
、
昭
和
50
年
の
研
修
会
で

比
叡
山
で
の
青
年
研
修
会

思
い
出
の

　
　前
尾
繁
三
郎
先
生

　政
治
と
学
問
の
両
道

思
い
出
の

　
　前
尾
繁
三
郎
先
生

　政
治
と
学
問
の
両
道
③③

人
格
・
識
見
、
群
を
抜
く

人
格
・
識
見
、
群
を
抜
く

二ノ湯さとし事務所 TEL(075)315-2228
FAX(075)315-2310

二ノ湯さとし後援会の皆様も是非ご参加ください
参議院議員

二ノ湯しんじ

後援会旅行会のご案内
◆日　　時　平成22年2月27日㈯～28日㈰

◆参 加 費

◆コース概要（予定）

28日：①早太郎温泉→光善寺→かんてんぱぱガーデン
②早太郎温泉→中央アルプス千畳敷

27日：京都→中山道・妻籠宿→駒ケ根・早太郎温泉（泊）

①②コース合流→飯田→京都

お一人様①駒ケ根観光コース  32,000円
お一人様②中央アルプスコース  34,000円
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・日　　時：1月31日㈰ 小雨決行

・集合時刻：午前9時（時間厳守）

・集合場所：JR湖西線大津京駅（旧　西大津駅）

・コ ー ス：大津京駅→近江神宮→皇子山運動
公園→三井寺→長等公園→JR大津駅
解散

⃝�今回は、近江神宮　三井寺へ初参拝を兼ねて歩きま
す。是非、ご参加ください。

（当日）☎090-1956-7460

第196回 みんなで歩こう湯歩会 歩
く
こ
と
は健康
の
基
本

一
、
政
権
に
あ
る
と
き
は
当
た
り
前
の
よ
う
に

過
ご
し
て
い
た
年
末
の
国
家
予
算
要
望
活
動
。

野
党
に
な
り
、
自
治
体
、
業
界
か
ら
の
陳
情
が

め
っ
き
り
減
っ
て
初
め
て
味
わ
う
寂
し
い
体

験
。
権
力
の
交
代
と
は
こ
ん
な
も
の
か
と
実
感

す
る
こ
の
頃
で
あ
る
。
１
日
も
早
く
再
生
し
、

政
権
を
奪
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、１
億
円
の
「
宝
く
じ
」
が
百
万
回
連
続
で

当
た
る
可
能
性
は
絶
対
に
な
い
と
言
え
る
。
そ

れ
以
上
に
、
一
人
の
人
間
が
こ
の
世
に
生
ま
れ

る
可
能
性
は
低
い
。
そ
れ
だ
け
に
私
た
ち
は
、

こ
の
世
に
生
ま
れ
た
幸
せ
を
噛
み
し
め
、
自
ら

の
命
を
絶
つ
こ
と
な
く
自
分
の
命
を
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
府
内
各
地
を
歩
い
て
わ
か
る
こ
と
は
、
想

像
以
上
に
各
地
域
の
経
済
が
悪
化
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
規
制
緩
和
で
殆
ん
ど
薬
が
売
れ
な

く
な
っ
た
薬
局
、
仕
事
が
な
く
て
週
休
３
日
制

を
実
施
し
て
い
る
会
社
、
来
年
の
仕
事
の
予
定

が
全
く
な
い
建
設
業
者
等
々
、
こ
の
先
ど
う
な

る
の
か
。
前
途
を
嘆
く
人
の
多
い
こ
と
。

一
、
京
都
嵐
山
に
あ
っ
た
嵐
峡
館
を
㈱
星
野
リ

ゾ
ー
ト
が
買
取
り
、
今
月
12
日
か
ら
営
業
を
始

め
た
。
部
屋
代
７
万
５
千
円
が
最
低
の
価
格
。

夕
食
は
近
く
の
「
嵐
山
吉
兆
」
か
ホ
テ
ル
内
。

朝
食
は
ホ
テ
ル
内
で
と
る
。
い
ず
れ
も
別
料

金
。
お
も
に
中
国
、
韓
国
の
金
持
ち
を
対
象
ら

し
い
が
、
世
界
に
は
桁
違
い
の
金
持
ち
が
い
る

も
の
だ
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張

にご賛同いただき、ご入会下さいますよ
うお願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

第194回
みんなで歩こう湯歩会（参加者75名）

石
いわ

座
くら

神社（左京区岩倉）にて

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

自民党『時局講演会』のご案内

TEL075-315-2228　FAX075-315-2310

谷垣総裁のもと、党の再生・信頼回復に全力で取り組み、
一日も早い政権奪還を目指し、その一環として、「国の姿と
安全、地域の活力と安心を目指して」をテーマとして著名な
２名の講師をお招きし、開催いたします。
◆日　時　平成22年2月6日㈯　午後1時30分から午後3時30分まで
◆会　場　国立京都国際会館（京都市左京区宝ヶ池）
◆会　費　一万円（一口）
◆講演会　講師　政治評論家　森田　実 先生
　　　　　講師　元総務大臣　増田寛也 先生
☆お申し込みは二ノ湯さとし事務所まで

二ノ湯さとし後援会
TEL(075)315-2228
FAX(075)315-2310

◇申込先　後援会役員または
二ノ湯さとし京都事務所まで

参議院議員

新春招福バスツアー

第23回　伊勢神宮初詣
◇旅 行 日　平成22年1月11日（月・祝）
◇昼食場所　鳥羽『戸田家』
◇会　　費　8,000円

※参加希望の方は至急お申込み下さい。

二
ノ
湯
　智

参
議
院
議
員

今
年
も
あ
と
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

1
年
私
の
政
治
活
動
に
格
別
の
ご
支
援

を
賜
り
心か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
方
の
ご
期
待
ご
芳
情

に
応
え
るべく
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬご
指
導
ご
鞭

撻
を
宜
し
く
お
願い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
皆
様
方
の
ご
健
康
ご
多
幸
と

新
しい
年
が
平
和
で
穏
や
か
な
１
年
で
あ

る
こ
と
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。


